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【概 要】 

野球の指導言語には,「最短距離で打つ」「腰を回す」「ボールを叩く」「芯でミートする」等があるが,

それらの即時的な影響は明らかではない.そこで,本研究は野球における打撃時の指導言語が中学

生のスイング特性に及ぼす影響を検証する.中学軟式野球部に所属する選手 22 名を対象に,指導

言語を被験者に教示し,各指導言語で教示前後のスイング特性の変化を分析した.統計処理は二元

配置分散分析を用いて,指導言語の教示による測定前後の数値の変化を分析した.その結果「最短

距離で打つ」はコンパクトなスイングへと変化し,「ボールを叩く」では,コンパクトなスイングへと変化し,

加えてバットヘッドが水平方向に近づき,スイング軌道が下向きに変化した.また,その他の指導言語

では有意な変化は認められなかった.以上の結果から,各指導言語がもたらすスイング特性への影響

が示された. 
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【Abstract】 

Coaches’ instructions in baseball include “hit the ball toward the shortest distance 

to the fence,” “hit the ball,” “hit it in the sweet spot,” and “turn your hips,” but the 
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immediate effects of these instructions on the players’ performance are unclear. 

Therefore, the purpose of the present study was to investigate effects of these 

instructions on characteristics of batters’ swings. The participants were members of 

a junior high school rubber-ball baseball club. The players (N=22) were given the 

four instructions above, and changes in the characteristics of their swing before and 

after the instructions were measured using a swing tracer. The influence of each of 

the instructions was compared with a two-way analysis of variance, and a post-hoc 

test was applied using the Bonferroni method. The results indicated that the radius 

of rotation of the bat was reduced after the batters were told to “hit toward the 

shortest distance.” After the batters were told to “hit the ball,” the radius of rotation 

of the bat was reduced, the bat head angle rose to become more horizontal, and the 

swing trajectory shifted downward. No changes in swing characteristics were 

observed following the other two instructions. These findings suggest that some of a 

coach’s instructions may effect swing characteristics. 
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Ⅰ.緒言

スポーツの指導現場では様々な指導法がある.現在の野球界では科学の発展に伴い,ハイスピード

カメラを用いた動作解析による指導法や MLB では近年,「トラックマン」などの分析システムをチームで

導入し,それによりボールの回転軸や球種,打球の軌道やインパクト時の打球速度などの物理的なデー

タを使った選手への指導法も活用されている(神事,2018).一方,全ての競技レベルにおいて,「言語教

示」という指導方法が一般的に用いられている.言語教示とは言語を使って動作の改善や習得の為に

行われる指導方法の総称であり,言語教示の中に指導言語やスポーツオノマトペといった種類が存在

する. 

スポーツの現場でよく用いられているのは「指導言語」である.指導言語とは「運動の習得を促す為に

指導者が発する言語として挙げられる」と広瀬・深澤(2018)は述べている.指導言語による動作への影

響については,これまでにゴルフのパッティング,バスケットボールのフリースロー,ボクシングのパンチン

グの速さや強さ,垂直跳びの高さなどの動作がどこに注意を向けて運動をするかで結果が大きく異なる

ことが報告されている(Wulf, et al. , 1999; Halperin, et al. , 2017; 北尾ほか, 2018; Ai-Abood, 2002 ).

また「力強く,速く腕を動かす」や「可能な限り速くバーを上げる」など,力や速さに焦点をおいた指導言

語ではイメージが曖昧になり,個々によって動きが異なることが報告されている(Snyder&Fry, 2012; 

Halperin, et al., 2017). 以上のように指導言語に関わる研究は散見されるが,競技や場面ごとに指導言

語は異なるため,多くの研究調査が必要になる.また,熟練した競技者に比べて競技年数の短いジュニ

ア選手は,専門的な練習やトレーニング経験が少ない状態で指導に対応しようとするなど,指導言語に

よる影響が大きい可能性も予想される. 

  野球の場合,打者はバッターボックスで投手が投げるボールに対し,制約された短い時間の中でタイミ

ングを合わせて,野手がいないエリアに打球を放たなくてはならない.その中で投手は打者のタイミング

や目線,動作を崩し,狙い球を絞らせないように緩急を混ぜながら前後左右高低にボールを投球する.

崩された動作を打席内で修正させる目的から,指導者は打者に対し即時的な効果を求め,指導言語を

用いて動作の修正や改善を教示する傾向がある.野球の指導言語の教示による動作への即時的な影

響に関する報告として,鵜瀬・大室(2017)は「引きつけて打て」という指導言語の教示による打撃動作へ

の影響を検証したところ,「引きつけて打て」は肩角度を維持したまま腰を回転させる選手に対して用い

るべきと述べており,更に,教示によって肩・腰が内側に入り,初動が遅れボールに差し込まれてしまう特

徴を持つ選手には,追加指導を行った上で指導言語を用いるべきと報告なされている.しかしながら,こ

のように検証がなされている指導言語の数は非常に少数であり,実際の野球の指導現場では選手の動

作や試合状況の変化により数々の指導言語が使用されているものの(付表１), それらの影響は十分に

検証されているとは言えない.指導言語がもたらす動作への影響を科学的に検証することで,その指導

言語の有効性が明らかとなり,その結果,パフォーマンスを低下させるような指導言語が減少し,選手の

指導言語の解釈に対する混乱を避けられると思われる.また,指導言語が動作にもたらす影響を指導者

が理解することで,選手の指導過程によって使い分けが可能になる. 

  そこで本研究は,野球における打撃時の指導言語が中学生のスイング特性に及ぼす影響を検証す

る.本研究はこれら指導言語が,スイング特性にどのような影響があるか明らかにすることを目的とした.  
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Ⅱ.方法 

１.被験者 

被験者は中学校部活動に所属する軟式野球選手 22 名(身長 158.5±7.7cm,体重 48.4±7.4kg,競

技年数 5.2±2.1 年)で,そのうち男子被験者は 12 名,女子被験者は 10 名であり,身長,体重,競技年数

の有意差は無かった.男子被験者は,中学部活動２チームに６名ずつ所属しており,右打者 11 名,左打

者１名であった.女子被験者は,県選抜チームにも所属する 10 名で,右打者６名,左打者４名であった.学

年は第二学年とした.   

本研究は,順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科等倫理審査会により承認を得たものである.

被験者及び被験者の保護者には,事前に口頭もしくは紙面にて本実験の目的や手順等に関する説明

を行った後に,自主的に同意書に署名をして提出をしてもらった. 

 

２.指導言語 

本研究で使用する指導言語は,金堀ほか(2012)の研究及び複数の野球の技術書（付表１）を,本研

究者の指導経験を参考に,アプローチとインパクトに関係した二つずつの一般的な指導言語として「最

短距離で打つ」「腰を回す」「ボールを叩く」「芯でミートする」を採用した.  

 

３.測定及び方法 

本実験はスタンドティー台(SSK 製)を用いた打撃練習を想定して行った.被験者には試行前にウォー

ミングアップをさせ,インパクト位置の調整の為に「ヒット性の鋭い打球を放つ」ことを目的に,スタンドティ

ー台に設置されたボールを５球程度打撃して,被験者の主観でインパクト位置を調整させた.立ち位置

は試行中変わらないように軸足の位置に線を引き,毎試行ごとに線の上に軸足を乗せるように指示した.

ボールの設置位置は,高さを被験者のベルトの位置とし,横幅はホームベースの真ん中とした.バットは

軟式用金属バット(1CJMR137,ミズノ社製,83cm,680g)を使用した.バットを握るグリップの長さは被験者

の好みに合わせ統一はしなかったが,試行中及び各教示でグリップの位置を変えないように指示した.

ボールは中学生軟式野球の公式戦で使用されている軟式野球ボール M 号を使用した.本試行のスイ

ング特性については,簡易型スイング特性分析器(M3001299,Swing Tracer,ミズノ社製)を実験用バット

にアタッチメントを用いて装着し測定した.この測定器から算出されるバット挙動の信頼性について蔭山

ほか(2018)によると,スイング速度及びスイング軌道の計測値は信頼性が,２日間に分けた場合の測定

値に関しては再現性が示されたと述べており,スイング速度及びスイング軌道に関しては信頼性及び再

現性が,その他の測定値に関しては再現性が高いと報告内で判断している.測定中分析器はキャリブレ

ーションの為,アプリケーションの画面に「静止して下さい」と表示された.これに合わせて験者は被験者

に「構えて止まってください」と指示した.キャリブレーション完了後,アプリケーションの画面に「スイング」

と表示された.これに合わせて験者は被験者に「スイングして下さい」と指示し被験者は打撃を行なった. 

本試行手順は,まず被験者はスタンドティー台に設置されたボールをヒット性の鋭い打球を放つことを

目的とし,教示なしでネットに向かって１球打撃をする.次に北尾ほか(2018)の実験方法を参考に,カード

に記載された指導言語(游ゴシック Light、96pt)をランダムに選択し教示する.カードを使用した教示方

法の理由として,声によって教示した場合は教示者の人柄や声量等によって,教示した内容の受け止め
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方が変わる可能性がある為である.教示後直ぐに,記載された指導言語を意識して再び打撃をする.そ

の後約２分間の休憩を行った.以上「Pre(教示前)—Post(教示後)—Rest」を１セットとし指導言語ごとに３

セット行った.データの分析では,３球の平均値を個人値として使用した.カードの提示順はランダムとし

た．また,データを正しく取得できなかった場合は追加で測定を行った.  

 

４.スイング特性 

簡易型スイング特性分析器で測定可能な指標は「スイング時間」「ヘッドスピード(Max)」「ヘッドスピ

ード(impact)」「インパクト加速度」「ローリング」「スイング回転半径」「ヘッド角度」「スイング軌道」の８つ

である(清水ほか,2015a).指標の詳細は光川ら(2018),蔭山ら(2018),清水ら(2015a)の報告を参考に以下

に記述した。 

(１) スイング時間 

打者のスイング開始時からバットがボールに当たるまでの時間である. 

(２) ヘッドスピード 

打者がスイングをした際のバットヘッドの速さである.ヘッドスピードには２種類の測定項目があり,「ヘ

ッドスピード(max)」はスイング開始からインパクトまでの最大値を示し,「ヘッドスピード(Impact)」はインパ

クト時のスイング速度を示している. 

(３) スイング加速度 

バットがボールに当たる寸前までの変化量を示している. 

(４) ローリング 

インパクト時のバット長軸周りの回転量を示している. 

(５) ヘッド角度 

インパクト時のバットの上下の傾きである.グリップエンドよりバットヘッドが下がれば角度はマイナスと

示される. 

(６) スイング回転半径 

スイング前半部分のコンパクトさを示している.スイング回転半径は,バットヘッドが打球方向とは逆方

向(捕手方向)を向いている時刻においてバットの回転中心がグリップエンドから見てどの位置にあるか

を示している.グリップの位置からバットヘッドに近い方を正の値,バットヘッドから逆方向を負の値として

計測される.その為,バットヘッドに近い値ほどスイングのコンパクトさを表している. 

(７) スイング軌道  

インパクト時にバットヘッドが移動した角度を示している.バットヘッドがインパクト時に地面と水平な状

態を 0°とし,バットヘッドが上向きにスイングしていれば正の値が示され,バットヘッドが下向きのスイン

グをしていれば負の値が示される.野球の現場でよく用いられるアッパースイングは正の値,レベルスイン

グは０°,ダウンスイングは負の値となる.なお簡易型スイング特性分析器による数値は,インパクト直前の

局面の数値を表している. 

 

５.データ分析 

ヘッドスピードのパラメータは２つあるが,光川ほか(2018)と谷中・矢内(2018)の簡易型スイング特性分
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析器を用いたティー打撃に関する研究を参考にヘッドスピード impact のみを分析に用いた.データは,

スマートフォン(iPhone X)にダウンロードされた専用アプリケーション(Swing Tracer Player,ミズノ社製)に

保存した.保存されたデータは後日コンピュータに転記した. 

 

６.統計処理 

本研究では二元配置分散分析［言語(対応あり)×Pre-Post(対応あり)］を行い交互作用,主効果の有

無を検出し,交互作用が認められたものにはボンフェローニの方法を用いて多重比較検定を行なった.

全ての項目において有意水準は５%未満とした.統計処理には IBM SPSS statistics Ver.25 を用いた. 

 

Ⅲ.結果 

表 1 には,各指導言語における教示前及び教示後のスイング特性の平均値を示し,Pre と Post の値

による統計処理の結果を表した.二元配置分散分析の結果スイング時間,ヘッドスピード,インパクト加速

度,ローリングは交互作用において有意な差は認められなかった. 

 

表 1. 各指導言語における教示前と教示後のスイング特性の平均値及び統計処理の結果 

 

図１には「ボールを叩く」の教示によるヘッド角度の平均値及び個人値の変化を示した.二元配置分

散分析の結果,ヘッド角度は有意な交互作用(p<0.05)が認められた為,各要因の単純主効果を検討し

た.「ボールを叩く」の言語教示に関して有意な単純主効果が認められた.多重比較検定の結果,「ボー

ルを叩く」の教示によってヘッド角度の数値が有意に大きくなった(p<0.05). 
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図１ 「ボールを叩く」 の教示前及び教示後の被験者 22 名のヘッド角度 *：p<0.05 

小さなプロットは個人値,線は個人値の変化を示す.大きなプロットは全体の平均値,線は平均値の変化を示す. 

 

図２には「最短距離で打つ」,図３には「ボールを叩く」の教示によるヘッド角度の平均値及び個人値

の変化を示した.二元配置分散分析の結果,スイング回転半径は交互作用(p<0.05)が認められた為,各

要因の単純主効果を検討した.「最短距離で打つ」,「ボールを叩く」の言語教示に関して有意な単純主

効果が認められた.多重比較検定の結果「最短距離で打つ」(p<0.05),「ボールを叩く」(p<0.05)の言語

教示によりスイング回転半径の数値が有意に大きくなった. 

 

 

図２「最短距離で打つ」の教示前及び教示後の被験者 22 名のスイング回転半径 *:p<0.05  

小さなプロットは個人値,線は個人値の変化を示す.大きなプロットは全体の平均値,線は平均値の変化を示す. 
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図３「ボールを叩く」の教示前及び教示後の被験者 22 名のスイング回転半径 *:p<0.05  

小さなプロットは個人値,線は個人値の変化を示す.大きなプロットは全体の平均値,線は平均値の変化を示す. 

 

図４には「ボールを叩く」の教示によるスイング軌道の平均値及び個人値の変化を示した.二元配置

分散分析の結果,スイング軌道は交互作用(p<0.05)が認められた為,各要因の単純主効果を検討した.

「ボールを叩く」において言語教示による有意な単純主効果が認められた.多重比較検定の結果,「ボー

ルを叩く」の言語教示によってスイング軌道が有意に下がった(p<0.05). 

 

 

図４「ボールを叩く」の教示前及び教示後の被験者 22 名のスイング軌道 *:p<0.05  

小さなプロットは個人値,線は個人値の変化を示す.大きなプロットは全体の平均値,線は平均値の変化を示す. 
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Ⅳ.考察 

本研究の目的は,野球における打撃時の指導言語が中学生のスイング特性に及ぼす影響を検証す

ることであった.その結果,「最短距離で打つ」の教示ではコンパクトなスイングへと有意に変化した.「ボ

ールを叩く」の教示では,コンパクトなスイングへと有意に変化し,ヘッド角度が有意に水平方向へと近づ

き,スイング軌道が有意に下がった.これらの結果を踏まえ各指導言語において,指導の状況に応じた教

示の方法を考察する. 

「最短距離で打つ」の教示では,スイング回転半径の数値が大きくなり,コンパクトなスイングになった.

指導書では,「最短距離で打つ」はヘッドが遠回りするスイングに対して,コンパクトなスイングへと改善さ

せること(広澤,2012)を意図しており,谷沢(2007)は「最短距離」の意味について,「無駄なくミートポイント

にバットを出すこと」と述べている.本研究の結果から,「最短距離で打つ」の指導言語は指導書通りコン

パクトなスイングへと変化した.その為,例えば「バットが遠回りしてインコースが打てないことが悩み」とい

う選手には,「インコースのインパクトの位置へバットを最短距離で出そう」と教示すればコンパクトなスイ

ングになる可能性が推察される. 

「ボールを叩く」の教示では,ヘッド角度の数値が大きくなり,バットヘッドが水平方向に近づいたことが

示された.更に,スイング回転半径の数値が大きくなり,コンパクトなスイングになった.また,スイング軌道の

数値が下がり,ダウンスイングへと変化した.指導書において「ボールを叩く」は,ボールの球威に負けな

いようにインパクトをすること(山本,2008)など,強くボールをインパクトし打球速度の大きな打球を打ち返

すことを指している.打球速度を大きくするには投球されたボールに対して,バットが直衝突することが理

想とされる (城所ほか,2012).また,ヘッド角度を水平面上に対して近づけることも求められる(城所・矢

内,2017).その為本研究の「ボールを叩く」は,打球速度の大きな打球を放つ要因としてバットヘッドを水

平方向に近づけることを目的とした指導には,有効的な指導言語といえる.しかしスイング軌道は,教示

前の数値が 5.3°に対し教示後の数値が-1.4°とややアッパー気味のスイングがダウンスイングへと変

化した.飛距離を伸ばすためには約 10°上向きにスイングすることが理想とされる(Sawicki, et al.,2003)

為, 「ボールを叩く」という指導言語による言語教示は対照的な結果を導き出す恐れがある.城所・矢内

(2017)の報告ではフライよりもゴロの方がダウンスイング気味でインパクトをしやすいという特徴を示して

おり,「ボールを叩く」はフライよりもゴロを放つ可能性が高くなる.指導書が意図する目的はインパクトを

強くすることであり,スイング軌道を変化させることではない.その為「ボールを叩く」を指導で使用する際

には,指導者の意図する動作と,選手の行う動作が異なる可能性がある. 

「腰を回す」の教示では,スイング特性の有意な変化は起こらなかった.「腰を回す」は,腰の回転を使

ってスイングをすること(野球指導書編集委員会,2007)と指導書では述べられており,石井ほか(2010)に

よると,バッティングとゴルフの打撃動作では共通して「上胴の最大角速度の出現時点における骨盤の

角速度の貢献度が大きいことから体幹部の捻転能力より骨盤を回転させる能力を高めることが重要」だ

と報告されている.その為,「腰を回す」の指導言語は骨盤の回転により,体幹部を捻転させる身体の使

い方を指している.バットの動作に焦点を当てた指導言語では無いため,スイング特性に変化が生じな

かったことが考えられる.また,「芯でミートする」の教示においてもスイング特性に有意な変化は認められ

なかった.「芯でミートする」は,バットの芯でボールを打つこと(川村,2016)と指導書では述べられており,ミ

ートの正確性を意図していることが要因だと考えられる.そのため、今後はスイング特性以外の影響につ
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いて検証していく必要もあるだろう. 

本研究は指導言語の教示によるスイング特性への即時効果の検証を限られた実験設定で実施した

為,３つの本研究の限界があげられる.１つ目は,指導言語について,選手が理解をする時間や,試行錯

誤する時間も結果に影響している可能性がある.２つ目は,阿江ほか(2017)によると,スタンドティーによる

打撃と投球されたボールに対する打撃とでは動作が異なると報告されている.その為,実際の投手との

対戦で同じような結果になるか明確ではない.更に,本研究は打球データの詳細な情報収集を行なって

いないことから, スイング特性の変化による打球への影響は明らかになっていない.３つ目は,本研究で

は中学生を対象とし測定を行ったことにより,大学生やプロ選手に比べ動作の再現性が低い可能性は

ある.競技年数が長く,打撃技術の高い対象者についても今後検証していく必要がある.しかしながら,指

導者の指導方法の影響が大きいと予想される中学生の年代において,実際の指導現場を意識した本

研究の結果によって一定の新しい知見を得ることができたと考える.今後も,様々な指導言語を教示する

ことによって起こりうるパフォーマンスの変化とその要因を解明していく必要性がある. 

 

Ⅴ.結論 

本研究の目的は指導言語が中学生選手のスイング特性に及ぼす影響を検証することであった.「最

短距離で打つ」「腰を回す」「ボールを叩く」「芯でミートする」の４つの指導言語を被験者に教示し,各指

導言語で教示前後のスイング特性の変化を分析した.実験の結果から,「最短距離で打つ」という指導

言語によってコンパクトなスイングへと変化した.そして「ボールを叩く」では,コンパクトなスイングへの変

化に加えて,バットヘッドが水平方向に近づき,スイング軌道が下向きに変化した.また,その他の指導言

語では有意な変化は認められなかった.以上の結果から, 本研究の実験設定における各指導言語がも

たらすスイング特性への影響が明らかとなった. 
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付表 1. 指導言語の検討資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


